
チェック項目 はい

どちらと
も

いえな
い

いいえ
わか
らな
い

未記
入 ご意見 ご意見を踏まえた対応

1
子どもの活動等のスペースが十分に確保
されているか

32 9 1 1 ・法令に準じたスペースの確保をしておりま
す。

2

職員の配置数や専門性は適切であるか 36 2 1 4 ・ＳＴやＯＴの個別
を受けた際に、
フィードバックがＳ
ＴやＯＴの先生か
らない場合があ
り、せっかく専門
の先生なので、話
す機会がもう少し
あったらよいで
す。

・毎回の指導終了時には、原則、保護者の
方にフィードバックをしております。
・感覚統合指導で記入して頂いたアセスメ
ントツールの結果を出すのに時間がかかる
ため、報告書をお渡し、お話するのが後日
になっております。今後、検討していきま
す。

3

生活空間は、本人にわかりやすく構造化さ
れた環境になっているか。また、障がいの
特性に応じ、事業所の設備等は、バリアフ
リー化や情報伝達等への配慮が適切にな
されているか

33 8 0 2 ・狭い場所なのですべてのバリアフリーは
難しいですが、安全な空間を考えていきま
す。　　　　　　・構造化への配慮を続けてい
きます。
・情報伝達のボードの位置等　検討してい
ます。

4

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環
境になっているか。また、子ども達の活動
に合わせた空間となっているか

40 1 1 1 ・少し寒い ・子ども達の様子を見ながら、室温も含めて
過ごしやすい環境を整えていきます。

5

子どもと保護者のニーズや課題が客観的
に分析された上で、児童発達支援計画が
作成されているか

40 1 2 ・話せる子は子どもとの対話から、また子ど
もの喜ぶ様子、嫌がる様子などの観察から
子どものニーズを把握します。
・保護者とも密に関わりを持ちながら、ニー
ズや課題の把握に努めます。

6

児童発達支援計画には、児童発達支援ガ
イドラインの「児童発達支援の提供すべき
支援」の「発達支援（本人支援及び移行支
援）」、「家族支援」、「地域支援」で示す支
援内容から子どもの支援に必要な項目が
適切に選択され、その上で、具体的な支
援内容が設定されているか

30 4 9 ・家庭、地域の視点も入れて、各自の子ど
もの状況に合わせて支援計画を作成し、支
援内容についても保護者に分かりやすい
説明ができるように心掛けていきます。

7

児童発達支援計画に沿った支援が行われ
ているか

36 5 2 ・計画に沿った支援が出来るように、保護
者への説明をより丁寧にしていきます。

8

活動プログラム*3が固定化しないよう工夫
されているか

31 7 5 ・まだ通って2ヶ月
なのでよくわから
ない。

・ミーティング等でプログラムは確認、検討
しています。

9

保育所や認定こども園、幼稚園等との交
流や、障がいのない子どもと活動する機
会があるか

10 6 12 12 1 ・まだ通って2ヶ月
なのでよくわから
ない。
・来所するように
なってまだ一月な
のでわからない。

・年長児には、NPO法人I　am　OKの会主
催の野外活動等に参加していただいていま
す。今後も機会を作っていきます。

10

運営規定、利用者負担等について丁寧な
説明がなされたか

36 4 3 ・契約時等より丁寧で分かりやすい説明を
心がけます。

11

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支
援の提供すべき支援」のねらい及び支援
内容と、これに基づき作成された「児童発
達支援計画」を示しながら支援内容の説
明がなされたか

34 2 7 ・今後もガイドラインの周知に努めていきま
す。

○この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。

公表：令和２年 ３月　１　日

事業所名　児童発達支援　OKプラネット　保護者等数４３＜児童数４４（1組双胎）＞　回収数　43　割合　100　％
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保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）



12

保護者に対して家族支援プログラム（ペア
レント・トレーニング等）が行われているか

25 6 3 9 ・以前はあったが
最近はない。

・昨年度６回コースのペアレントトレーニン
グを計画しましたが、通所の保護者は希望
なしで外部参加者で実施しました。
・所内相談を利用して個別には、ペアレント
トレーニングの視点を入れての相談をしま
した。
・家族支援プログラムの導入をどういう形で
行うと参加しやすいのかを検討していきま
す。

13

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの健康や発達の状況、課題に
ついて共通理解ができているか

33 7 1 2 ・保護者との信頼関係を築き、より良い共
通理解の方法を検討していきます。

14

定期的に、保護者に対して面談や、育児
に関する助言等の支援が行われているか

31 7 2 2 1 来所するように
なってまだ一月な
のでわからない。

・半年毎にモニタリング面接を行い、ご要望
等をお聞きしてます。
・時間を取ってゆっくり相談できるように、所
内相談をお勧めしています。
・職員間で共通認識、統一した対応が取れ
るように努力します。

15

父母の会の活動の支援や、保護者会等の
開催等により保護者同士の連携が支援さ
れているか

14 7 8 14 ・来所するように
なってまだ一月な
のでわからない。・
まだ入所したばか
りですので、これ
からと思います。

・行事等には保護者も参加できるような企
画をしています。
・保護者に企画内容について希望アンケー
トをとります
・今後も保護者の対象の親子プログラムの
内容検討および利用を勧めていきます。

16

子どもや保護者からの相談や申入れにつ
いて、対応の体制が整備されているととも
に、子どもや保護者に周知・説明され、相
談や申入れをした際に迅速かつ適切に対
応されているか

31 6 1 5 ・保護者の方が相談しやすいような雰囲
気、体制作りを検討していきます。
・今後も迅速、丁寧に対応していきます。

17

子どもや保護者との意思の疎通や情報伝
達のための配慮がなされているか

35 6 2 ・来所時に、保護者の方から健康状態を確
認するようにしています。
・指導の終了時にフィードバックをして、また
当日の記録を通して状況をお伝えしていま
す。
・また入口にご意見ポストを設置していま
す。
・今後、所内相談（子育て相談）を利用しや
すいように検討します。

18

定期的に会報やホームページ等で、活動
概要や行事予定、連絡体制等の情報や業
務に関する自己評価の結果を子どもや保
護者に対して発信されているか

32 4 7 ・あまり注意してみ
ていないため分か
らない。

・今後も毎年、自己評価の結果をおたより
やホームページで発信していきます。
・ホームページの紹介をしていきます。

19

個人情報の取り扱いに十分注意されてい
るか

34 3 6 ・契約時、個人情報の取り扱いの説明と同
意を得ていますが、今後も十分注意してい
きます。
・メールも個人情報に注意して配信します。

20

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、
感染症対応マニュアルを策定し、保護者
に周知・説明されているか。また、発生を
想定した訓練が実施されているか。

31 4 8 各種マニュアルは作成してあるので、今後
は保護者への周知を考えていきます。

21

非常災害の発生に備え、定期的に避難、
救出、その他必要な訓練が行われている
か

36 1 5 1 ・避難訓練しかま
だ知らないため。

・年１回、各クラスで避難訓練をしていま
す。

22

子どもは通所を楽しみにしているか 32 10 1 ・たまに行きたが
らない時もありま
すが、これからと
思います。

・引き続き、努力していきます。

23

事業所の支援に満足しているか 33 7 1 2 ・相談に乗ってもら
い、子供の成長を
考えてくれてとても
感謝している。

・定期的に保護者面談をしながら、ご意見
をお聞きして、満足してもらえるように努力
します。

保
護
者
へ
の
説
明
等

非
常
時
等
の
対
応

満
足
度



公表：令和２年 ３月１日　

チェック項目 はい いいえ 未記入 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた改善内容又は
改善目標

1

利用定員が指導訓練室等スペースとの関
係で適切である

11

2

職員の配置数は適切であるか 11 子どもの状況に合わせて対応できるよう
に、担当職員以外にもすぐに協力できる体
制を作ります。

3

生活空間は、本人にわかりやすく構造化さ
れた環境になっているか。また、障がいの
特性に応じ、事業所の設備等は、バリアフ
リー化や情報伝達等への配慮が適切にな
されているか

10 1 ・入口周辺の掲示物を移動して、玄関から
の入室時に気が散らないような環境作り、
また子どもが外に飛び出さないような配慮
をします。
・子どもが活動により集中できるよう、わか
りやすく安全に動けるように検討していま
す。

4

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環
境になっているか。また、子ども達の活動
に合わせた空間となっているか

11

5

業務改善を進めるためのPDCAサイクル
（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画
しているか

10 年度途中から就労したスタッフへの情報共
有を徹底するようにします。

6

保護者等向け評価表により、保護者等に
対して事業所の評価を実施するとともに、
保護者等の意向等を把握し、業務改善に
つなげているか

11 保護者がおっしゃった意見　課題は小さな
ものでもノートに記録。スタッフ全員で情報
共有します。

環
境
・
体
制
整
備

業
務
改
善

事業所名　　児童発達支援　OKプラネット　　講師以外の職員１１名回答

法令に準じた確保をしていま
す。場所が限られているので、
パーティーションを使用した
り、使用しないものを別室に移
動したり、また人数の多いグ
ループは2部屋に分けるなど
考慮しています。

・空間づくりは子どもが活動に
集中できるよう、視野に余分な
ものが入らぬようレイアウトし
ています。
・また、急変時対応できるよう
に呼び出しブザー等も付けて
います。
・プレイルームはパーテーショ
ンで区切り、活動内容に合わ
せて、構造化や広さの調整を
行っています。また、必要に応
じてクールダウンのスペースと
して別室が使用できるように
配慮しています。
・絵カードを並べて手順やスケ
ジュール表を用いています。
時計やタイマーを活用。子ども
が触れたがるスイッチや道具
等は覆いをして刺激を減らし
ています。

子どもの特性や状況に応じる
ために、最低人員に加えて1
名以上（専門職員として、保育
士、児童指導員等）を配置して
います。

・モニタリングを通して、および
今回の評価表や終了者の御
意見を参考にして、改善に努
めています。

・清潔に留意して、毎日の清
掃をチェック徹底。水回り掃除
確認と、定期的な遊具の消毒
は必須としています。
・また子ども達の活動内容に
あわせて、子どもの気分がそ
れないように、パーティーショ
ンを開閉する等、環境を整え
ています。

・月に一回のミーティングで、
PDCAサイクルで問題点を話し
合っています。
また、年間目標と計画を立て、
年度末に業務反省をして、評
価、記録しています。
・日々の活動の後は必ずカン
ファレンスで振り返って、次回
につながる時間にしていま
す。

事業所の職員における自己評価結果（公表）



7

事業所向け自己評価表及び保護者向け
評価表の結果を踏まえ、事業所として自
己評価を行うとともに、その結果による支
援の質の評価及び改善の内容を、事業所
の会報やホームページ等で公開している
か

11 今後もおたより掲載で個別配布、および
ホームページにも掲載していきます。

8

第三者による外部評価を行い、評価結果
を業務改善につなげているか

5 3 3 来年度検討予定です。

9

職員の資質の向上を行うために、研修の
機会を確保しているか

11

10

アセスメントを適切に行い、子どもと保護
者のニーズや課題を客観的に分析した上
で、児童発達支援計画を作成しているか

10 1

11

子どもの適応行動の状況を把握するため
に、標準化されたアセスメントツールを使
用しているか

11 杉並区相談係では、新版K式発達検査、田
中ビネー知能検査ツールを使っています。
今後は検査用具を購入し、所内でも検査す
る予定

12

児童発達支援計画には、児童発達支援ガ
イドラインの「児童発達支援の提供すべき
支援」の「発達支援（本人支援及び移行支
援）」、「家族支援」、「地域支援」で示す支
援内容から子どもの支援に必要な項目が
適切に選択され、その上で、具体的な支
援内容が設定されているか

8 3

13

児童発達支援計画に沿った支援が行われ
ているか

11

14

活動プログラムの立案をチームで行って
いるか

11

15

活動プログラムが固定化しないよう工夫し
ているか

11

業
務
改
善

適
切
な
支
援
の
提
供

・年間外部研修に、多くの職員
が参加しています。また、区内
の事例検討会に事例を発表し
て助言をもらっています。
・今年度は、講師を呼んで年2
回実施しました。（グループ運
営と感覚統合）

・今までは、利用終了者にご
意見を書いてもらっていました
が、今年度から自己評価表の
結果を3月のお便り、4月の
ホームページに公開していま
す。

・現在はありません。

・半年毎に、主に担任が保護
者との面談で評価および課題
を話し合い、次期計画作成を
しています。さまざまな領域の
専門職の意見を聞いて作成し
ています。

・個別指導では、遠城寺検査
法やNCプラグラムのアセスメ
ントツールを、感覚統合指導
では、JSI-Rを、言語指導では
LCスケール、新版構音検査、
質問ー応答関係検査を使用し
ています。希望者にWISC-Ⅳ
を実施しています。

・ミーティングやカンファレンス
で課題、支援の共有化を図っ
ています。

・グループリーダーが企画を
考え、当日の指導員が打ち合
わせ時、協議してプログラムを
決めています。

・一人一人の子が、家庭の中
で、通園先で、地域の中で安
定して生活できることを目標
に、支援計画を立てていま
す。
・家族支援に注目し、「父親講
座」を年に数回実施。区役所
との密な連絡、子が所属する
保育園幼稚園との訪問、電話
による情報交換に努めていま
す。

・子どもの発達に合わせて、プ
ログラムを修正したり、変化を
つけたり、季節感を入れたりし
ています。
・毎週違った活動内容で行
い、日々の振り返りで反省点
は次回に生かせるように話し
合っています。



16

子どもの状況に応じて、個別活動と集団
活動を適宜組み合わせて児童発達支援
計画を作成しているか

11

17

支援開始前には職員間で必ず打合せを
し、その日行われる支援の内容や役割分
担について確認しているか

11

18

支援終了後には、職員間で必ず打合せを
し、その日行われた支援の振り返りを行
い､気付いた点等を共有しているか

11

19

日々の支援に関して記録をとることを徹底
し、支援の検証・改善につなげているか

11

20

定期的にモニタリングを行い、児童発達支
援計画の見直しの必要性を判断している
か

11

適
切
な
支
援
の
提
供

・グループおよび個人ファイル
に記録して、検証・改善に努め
ています。

半年毎に、担当者が保護者と
面談して状況を聞きとり、成長
を評価し、支援計画の見直し
をしています。

・個別指導を希望される方が
多いので対応しています。課
題によっては個別指導と組み
合わせています。集団指導で
十分行えないところを、個別指
導でフォローすることもありま
す。

・朝礼時やグループ開始前
に、支援内容の打ち合わせを
しています。

・グループ終了後、カンファレ
ンスをして振り返り、その日の
流れ、個々の状態や全体内容
等共有して、評価・記録をして
います。
・また能率よく進行できるよう
に、タイマーをかけたりして工
夫しています。


